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29 連星の質量を求める　詳解
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【演習】

（1）まず年周視差 p からシリウス系までの距離を求めよ．

【答】距離 r = 1/p = 1/0.38′′ =2.63 pc

（2）連星間距離（実距離）は何 auになるか．

距離 r と見かけの角距離 s から計算してもよいが，年周視差と距離の関係をシリウス系から当てはめれば，距

離を使わなくても，
見かけの角距離
年周視差

=
7.62

0.38
= 20 au

が即座に出せる．

【答】20 au

（3）一般化されたケプラーの第 3法則から，シリウス系の全質量はいくらになるか．

【答】約 3太陽質量

（4）図から共通重心に対する主星 Aと伴星 Bの距離の比 a1 : a2 を求めよ．

【答】1：2

（5）主星 Aと伴星 Bのそれぞれの質量はいくらか．

【答】約 2太陽質量と約 1太陽質量
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【研究】1

（2）1等星スピカ（α Vir）は，B1V型の星とB3V型の星からなる連星である．P = 4.014 日，K1 = 120 km s−1，

K2 = 189 km s−1 であることを用いて，M1 sin
3 i，M2 sin

3 i および M2/M1 を求めよ．

（29.10）式，（29.11）式，（29.12）式に数値を代入する．

ちなみに，全部の式に丁寧に数値を入れても出せるが，（29.12）式の質量比を先に計算しておくと，（29.10）式

の値に質量比を掛ければ（29.11）式の値はすぐ出せる．なお，答えの数値は比率が合っていないようにみえるが，

有効数字の 3桁目を四捨五入したため．

【答】7.5 太陽質量，4.8太陽質量，0.63
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【研究】2

（3）2等星カストル（α Gem）は分光連星で，P = 2.928 日，K2 = 31.88 km s−1 である．質量関数 f(M) は

いくらか．

（29.16）式に数値を代入する．

【答】0.0095 太陽質量


